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察ゑ 学会録事

1.国際藻類学会招致について

この件は先の総会で話し合われましたが，前号の録 かったため，今回は会長がー名を推薦し，持ち廻り評

事(総会報告)に掲載し損ねましたので改めて報告い 議員会で了承を得るという方法を採り，会員一名を推

たします。渡辺評議員(国立環境研)より現在の日本 薦した。今回は初めてのケースであり ，しかもi時間も

の国際的立場を考えるとそろそろ国際謀類学会の大会 |浪られていたために上記のような方法を採ったが，今

を招致する時期に来ているのではないかという発言が 後はこのような場合に備えてのルール作りが必要であ

あり，大筋で合意された。ただ，実際に招致となると ろう 。

ある程度具体的なプロポーザルが必要であるので有志

によるワーキンググループなどを作ってそのあたりを

検討する必姿がある 旨の指摘がなされた。ワーキン グ

グループの件については会長を中心に具体的に検討し

ていくことになった。

2選挙結果について

1997年 l月 l日-1998年 12月31日を任期とす

る次期会長 ・評議員の選挙が来る 7月26日から 8月

27日の期間おこなわれた。8月30日に，本会会員三

上日出夫，中村英士両氏の立ち会いのもと北海道大学

理学部会議室において開票がおこなわれた。その結

果，以下のように決定いたしましたのでお知らせいた

します。

[会長選挙l石川依久子(当選).堀 郷三(次点)

[評議員選挙]

北海道地区 (2) 市村輝宜 ・増田道夫 (当選)・

期口健雄 (次点)

東北地区 (1) 月舘潤一 (当選)・日野修次 (次点)

関東地区(3)井上勲 ・吉崎誠 i度辺信(当

選)・城続三(次点)

東京地区 (2) 有賀祐勝 野l崎久義(当選).福代康

夫(次点)

中部地区 (3) 白岩善博 ・前川行幸 .jj事l王lib¥'彦(当

選).嵯峨直恒(次点)

近畿地区 (2) 仮本幸人 ・川井浩史(当選)中原紘

之 (次点)

中国 凶園地区 (2) 奥田一雄 中野武笠(当選)

大野正夫 (次点)

九州地区 (2)藤田雄二 川口栄男(当選)・右回清

治 (次点)

3.科学研究費補助金時限っき細目 「自然史科学jの

審査員の推薦について

自然史迎合より表記について学会から-~， tffJ寓する

ようにとの要請があった。締切ま での印l寺が非常に短

4.次期編集長 ・編集委員長選出について

IPhycological ResearchJの次期編集長および「謀

類jの次期編集委只長の選出が編集委員会内規に基づ

いておこなわれた。前会長 ・現会長 ・新会長 ・現英文

誌編集長現和文誌編集委員長の5名よりなる役員会

が9月に開催され (持ち廻りによる).新英文誌編集長

および新和文誌編集委員長の候補が決定した。本人の

内諾を受けた上で，この結果を持ち廻 り評議員会にか

け，了承を受けた。次期英文誌編集長和文誌編集委

員長は次の通り 。なお任期は 1997年 l月 l臼-1999

年 12月31日までの 3年間。次期 Phycological

Research編集長 }I[井浩史氏.I藻類J編集委員長

掘口健雄氏

5. Iアジア地域の微細藻類研究ネ ットワー クに関す

るシンポジウムJの共催について

表記について渡辺評議員(国立環境研)より，この

シンポジウムを学会として共催できないかとの打診が

あった。この件は持ち廻り評議員会にかけ了承され

た。プロシーデイングスなどに関しては今後論議の予

定。詳細川本号の関係記事を参照されたい。

6秋季シンポジウムの開催

秋季シンポジウムが日本植物学会第 60回大会 (福

岡)の前日 (10月9日)に九州大学六本松キャンパス

にておこなわれた。シンポジウムでは次の2題の講演

がおこなわれた。(¥)礁池におけるモズク類2穫の生

態と養殖 (当其 武氏 ・沖縄県林水産部).(2)長崎県

下における磯焼けとその回復のための技術的問題 (四

井敏雄氏長崎県水産試験場)座長は共に奥田武男氏。

シンポジウムの後に懇親会がおこなわれた。秋季シン

ポジウムの開催に当たっては，九州大学農学部の川口

栄男氏にご尽力いただいた。厚 くお礼申し上げる。
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シンポジウム ・懇親会出席者 :鯵坂哲朗，有賀祐勝，

飯間雅文，石川依久子，岩倉祐二，植木慶，太田旅|盗，

奥回武男，加崎英男，ヰ111谷充{[II，河内伸子， 川野繁貴，

菊池則/ill" 桑野和司， 須田章一自1¥，徳田拡士， 当真武，

中尾毅，長島秀行，野崎久義，野村浩賢，馬場将事!i，

藤田1ijt二，堀口健t:ffi，三浦lIe:t(jl:，峯-L'!JJ，宮地荊l幸，

道津光生，山下博和，吉田忠生，凶井敏雄，李仁前!i，

渡辺信 (まこと )(50音)11買)

7学会賞に関す るアンケー卜調査について

先の選挙の際に学会立に関するアンケー ト用紙を向

上lし， 会員の皆さんの学会:11に|却するご意見を何っ

た。その結果 52~I の方か ら 回答をいただいた。 学会

:11そのものに関する反対治、見はごく少数 (4名)で

あった。反対意見の中にも論文立における問題点を指

摘されるな ど貴重なご意見もあった。残りは学会賞創

設に肯定的なご意見であった。おおまかな結果を示す

と，日本i菜類学会賞と 日本深類学会論文立の 2:Llを設

けるという原案について賛成の方 26~" どちらかと

新入 会

言えば日本i菜類学会:11のみの創設に賛成の方4名，ど

ちらかと言えば論文貨のみの創設に賛成の方 13名。

賛成のご意見の中にも色々な提案を具体的にしてく だ

さった方も多い。これらのご意見を踏まえて事務局で

は，来年の総会には具体案が出せるように努力した

い。アンケー卜にご協力くださった方々に感謝申し上

げます。

8.植物分類学関連学会連絡会議

表記の第4回会合が植物学会の会場で開催された。

藻類学会からは代表幹事として庶務幹事(塀仁1)が出

席した。参加学会に よる合同シンポジウム開催の可能

性が話し合われ，秋の植物学会の前日に関連集会とし

て企画 したらどうかという意見が出された。具体築は

これからであるが，藻類学会としてどのように対応し

ていくかを今後議論する必要がある。植物分類学関係

の団体として科研費の審査員選出の母体となるべきで

はないかとの意見が出され，そのことを文部省などに

アピールしていくことなどが話し合われた。

会員異動
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新入会 会員異動
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住所変更・勤務先変更・電話番号変更 会員異動
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住所変更・勤務先変更・ 電話番号変更 会員異動

E卜 報

本会会員 小林弘氏は去る 1996年7月12日逝去されました。謹んで哀悼の意を表します。

日本藻類学会




